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・埼玉県でゴルフライフコンダクター（ＧＬＣ）認定制度の説明会を実施 
ＪＧＣでは、ゴルフ練習場が中心となりジュニアを対象にした育成活動の促進を行う

ジュニアゴルファーズプラザや、ジュニアゴルファーにゴルフの楽しさを教え安全面

の管理を受け持つゴルフライフコンダクター制度の創設に努力を継続してきた。平成

１６年度の埼玉国体の開催を機に、埼玉県に同制度のモデルケースの設立を目指して

９月２６日（金）に埼玉県の日高カントリー倶楽部において「ゴルフライフコンダク

ター認定制度」の説明会を実施した。当日は（社）日本ゴルフ協会ジュニア育成委員

会副委員長の大鷲俊朗氏を始め、埼玉県ゴルフ協会や熊谷市ゴルフ連盟のメンバーが

出席、更に、実際にゴルフ練習場などでジュニア育成活動に携わっている方々も参加

して活発な論議が行われた。最終的に、簡単なテストや面接をするなどの条件をつけ

ながらも、現在行われているジュニア育成活動を実践されている方々からゴルフライ

フコンダクターを認定する事とした。 
 
・神奈川県ゴルフ協会が小学校へのゴルフの普及活動に本格的な取り組みを開始 
神奈川県ゴルフ協会（会長＝斎藤 寛）はスナッグゴルフを利用して、県下の小学校

にゴルフを導入する活動に組織全体で取組む事を決め活動を開始した。神奈川県ゴル

フ協会は約２５，０００人の競技者登録を持つ競技者主体のゴルフ協会のため、通常

でも県の体育協会や県下の市町村の教育委員会などとの接点が多い。その特徴を活か

して県下の小学校の正規授業や特別授業（クラブ活動）などへゴルフの導入を図る。

初年度から数十校の実現を目指しており、数年後には県下９０６小学校の５０～６

０％の小学校に導入する事を目標にしている。基本的には神奈川県ゴルフ協会が資金

を集めて、小学校には用具をチャリティする計画で、県下の各ゴルフ場に資金集めの

協力を依頼している。県レベルのゴルフ協会（連盟）が本格的に小学校を対象にした

普及活動を開始した始めてのケースであり、関係者の期待が集まっている。 
 
・ゴルフ競技関連４団体が資金を拠出してチャリティ活動の実施を計画 
日本ジュニアゴルファー育成協議会の主要メンバーである(財)日本ゴルフ協会、(社)

日本プロゴルフ協会、(社)日本女子プロゴルフ協会、日本ゴルフツアー機構のゴルフ
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競技関連４団体は、ジュニア育成活動に対するチャリティ活動を促進する事を目的に、

先ず自ら範を垂れるために資金を拠出して小学校へのチャリティ活動を共同で行う事

を計画している。内容は今後２年間で１６の小学校にスナッグゴルフ・コーチングセ

ットをチャリティしようというもので、現在、詳細を詰める作業をしている。実現す

れば、４団体で約４００万円のチャリティ活動をする事になる。 

 
・ＪＧＴＯが友部町、岩間町、笠間市の全小学校にスナッグゴルフを寄贈 
今年７月に開催された日本ゴルフツアー選手権宍戸ヒルズカップの社会貢献活動の一

環として、開催コース近隣の友部町、岩間町、笠間市の１４の小学校にスナッグゴル

フ・コーチングセットを、トーナメントスポンサーである森ビル㈱と日本ゴルフツア

ー機構の連名で寄贈された。９月２５日（木）友部町役場において、川上好孝友部町

町長に森ビル㈱ 坂本好伸常務取締役及び日本ゴルフツアー機構 島田幸作理事長よ

り目録が贈呈された。用具は各市町の教育委員会を通じて各小学校に配布され、寄贈

後には女子プロによるオリエンテーションが実施される。１０月２２日（水）にはオ

リエンテーションの第一弾として友部町の北川根小学校と友部小学校でＬＰＧＡ派遣

の女子プロにより実施される事になった。今回のチャリティ活動によりスナッグゴル

フを始める地元小学校の、来年、同地で開催が予定されている全国大会での活躍が期

待されている。 
 

・日本女子オープンで行われたゴルフ体験コーナーはギャラリーに大人気 
10 月２日～５日に開催された日本女子オープンの会場で行われたスナッグゴルフを中
心とするゴルフ体験コーナーは、新記録となったギャラリー動員にも支えられて、土

曜日、日曜日の２日間で２００名を越える参加者があり大盛況であった。ＬＰＧＡか

ら派遣された４人の女子プロによるゴルフ体験教室と飛び入り参加もＯＫである体験

コーナーに分かれて実施されたが、どちらも大盛況で予約をしてもらって、１時間以

上も待ってもらうほど。中には子供を預けてトーナメントを見に行ってしまう親も現

れ、会場はまるで託児所状態。途中で「オシッコ！」と言い出す子供もいて、係員を

てんてこ舞いさせた。それでも優しい女子プロの対応で大きな混乱も無く、子供達は

大喜びだった。また，野田市教育委員会の協力により、会場である千葉カントリーク

ラブ野田コースに隣接する野田市立柳沢小学校の生徒１２名が教頭先生に引率されて

ゴルフ体験教室に参加していた。トーナメント及びゴルフ場の地元対策として非常に

有効な施策であった。 
 
・日本オープンでもゴルフ体験コーナーの実施が決定 
１０月１６日～１９日に日光市・日光カンツリー倶楽部で開催される日本オープンに

おいても女子オープンと同様、スナッグゴルフを中心にしたゴルフ体験コーナーが実

施される。今回はＰＧＡ派遣の男子プロが指導に当たることになっており、始めての

経験になる男子プロがどのような指導を見せてくれるのか注目される。また、日本オ

ープンでも日光市の教育委員会が協力してくれる。校長会を通じて参加希望者を募っ

てくれ、参加申込書を配布してくれる。ゴルフトーナメントがゴルフ体験コーナーの

実施により、地元の人達と良い関係を築き始めている。 
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・㈱アコーディアゴルフが「スナッグゴルフ小学生大会」を開催 
ノーザンカントリー錦ヶ原ゴルフ場に練習場を利用したスナッグゴルフ専用コースを

開設するなど、ジュニアゴルファーの育成に熱心な㈱アコーディアゴルフは、傘下の

各ゴルフ場で既に１５回もの親子大会を実施または計画している。その計画の一環と

して１１月２３日（祝）にノーザンカントリー錦ヶ原ゴルフ場において「スナッグゴ

ルフ小学生大会」を開催する。１チーム６名で構成される小学生チームが覇を競う事

になるが、チームは同じ小学校に限らず、同じゴルフ場、練習場、市町村など共同練

習が定期的に行われていれば参加できるという特徴を持っている。 
 
＜今後実施予定の軟式ゴルフイベント＞ 
・１０月１２日(日) 印西市教育委員会主催の「スポーツ・健康フェスタ」において軟式ゴ 
 ルフ体験コーナーが設置される。陸上競技場に４ホールのコースを設置する本格的な取組 
 み。 
・１０月１３日（祝）ＪＯＣ主催オリンピックフェスティバルでゴルフ体験コーナーを実施 
・１０月１４日(火)・１５日(水) 立川市立上砂川小学校において軟式ゴルフ講習会を実施 
 立川市ゴルフ協会３～４名の講師が出席する。 
・１０月１９日(日) 世田谷区教育委員会主催の区民スポーツ祭において軟式ゴルフ体験
コーナーが設置される。運営は世田谷区ゴルフ協会が当たる。 
・１０月２５日(土) 神奈川県藤岡市立藤岡小学校でＰＴＡ主催の軟式ゴルフ大会を実施。 
 藤岡小学校はＪＧＴＯのスナッグ寄贈プログラムで用品の寄贈を受けた小学校の一つ。 
・１０月２６日(日) 島根県八束町教育委員会主催の新任体育指導員研修会で軟式ゴルフ
の講習会が実施される。八束町教育委員会は島根県生涯スポーツ学習センターの指導に基

づき、「スナッグゴルフ対抗戦ＪＧＴＯカップ」に出場した赤江小学校の総監督の指導を

受ける。 
・１１月３日(祝) 甲府市下飯田自治会が軟式ゴルフ体験会を実施する。山梨県敷島町の教 
 育委員会の指導に基づき下飯田自治会が運営する。 
・１１月３日(祝) 神戸市が主催する「神戸市健康フェスタ」の一環として神戸國際カント 
 リークラブにコースを作って軟式ゴルフ体験コーナーが実施される。 
・１１月１５日(土)１６日(日) 東京都大田区主催の「大田フェスタ」において軟式ゴルフ 
 体験会が行われる。既に軟式ゴルフ体験説明会を受けている大田区のゴルフ練習場オーナ 
 ーや支配人が運営する。 
・１１月３０日(日) 練馬区立石神井小学校において同校学校開放運営委員会の主催によ
る「開放祭り」のイベントの一つとして軟式ゴルフ体験コーナーが実施される。 
＜ゴルフトーナメントで実施された軟式ゴルフイベント＞ 
・サントリーオープンでは体験コーナーの他に６ホールのコースを設置する本格的なもの。 
金曜日には招待選手のフィル・ミケルソンがスナッグゴルフを使って子供達を指導した。 
・アコムインターナショナルではトーナメント会場の石岡ゴルフ倶楽部を運営する(株)ア 
 コーディアゴルフが軟式ゴルフイベントを実施。３球打って中心に当たったら賞品が貰え 
 る等の企画性が受けて参加者は４日間で９００名。 
・ブリヂストンオープンで軟式ゴルフイベントを開催予定。 
・ＡＢＣチャンピオンシップで軟式ゴルフイベントを開催予定。 


